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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目：ジョージア(グルジア)の民族的文化遺産としての合唱「ポリフォニーPolyphony」
 ― 20世紀の民俗音楽研究と文化政策を中心に―             

 学位申請者 久岡 加枝 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 伊東 信宏 

  副査 大阪大学教授 永田 靖 

  副査 大阪大学准教授 輪島 裕介 

【論文内容の要旨】 

 ジョージア（グルジア）の民俗音楽では、多声合唱（しばしばそれは国外に向けて「ポリフォ

ニー」と呼ばれる）が特徴的である、とされてきた。だが、本論文はそのような認識を構築的な

ものと捉え、それがいつごろ生じ、どのように強化され、純化されてきたか、ということを、ジ

ョージアの民俗音楽研究史を辿ることによって浮かび上がらせようとする論文である。以下に、

全１０章からから成る全体の概略を順に述べる。 

 まず序章は、現在のジョージアにおける合唱をめぐる状況に焦点を当てた後、本論文の目的と

構成が明らかにされる。そして第一章では、ジョージアの民俗音楽研究の父として位置づけられ

るD. アラキシュヴィリ(1873-1953)の 20世紀初頭の民俗音楽研究と、1930年代の男声合唱団「エ
スノグラフィー合唱団」の創設に象徴される文化政策の状況が論じられる。第二章は、男声合唱

に、農村共同体にルーツを持つ、太古からの歴史的正統性が裏付けられていく過程を、民俗音楽

学者 G. チュヒクヴァゼ(1900-1986)の著作との関連で論じる。第三章から第五章では、ソ連文化
一般に共通する、民謡編曲作品や、民俗楽器オーケストラ、アマチュア合唱サークルといった制

度が、「男声合唱」には本来含みきれない女性や周縁地域の要素を民族文化の中に取り込む上で果

たしてきた役割について考察を試みる。第三章は、1937年にジョージアで発足した民俗楽器オー
ケストラの役割について、このオーケストラの指揮者 K. ヴァシャキゼ(1910-1991)の活動から考
察するものである。第四章は、「アマチュア芸能活動」と呼ばれる、工場や大学に組織された合唱

サークルで行われた音楽の愛好家の活動について考察している。さらに第五章で扱われるのは、

作曲家の Sh. ムシュヴェリゼ(1904-1984)の混声合唱曲である。第六章は、第二次世界大戦以降
の Sh. アスラニシュヴィリ(1896-1981)の民俗音楽研究を論じる。彼の見解は、女性の音楽の他、
北東地域などの文化的「周縁」を、「男声合唱」の祖型として位置づけるもので、民族文化の中に

これらの要素を取り込む上で、重要な役割を果たした。第七章では、アブハジア出身の民俗音楽

学者 I. ハシュバ(1938-1967)による研究から、北コーカサス諸民族の音楽文化がジョージア文化



の中にいかに位置づけられてきたかについて論じている。第八章は、ジョージア南西部において、

男声合唱の復元が、V. マグラゼ（1923-1988）によって進められた状況について考察している。
第九章では、より真正な男声合唱の演奏形態の復元を推進したトビリシ音楽院の民俗音楽学者、

E. ガラカニゼ(1957-1998)の活動に焦点を当てる。そして第十章では、ポストソ連期のジョージ
アの音楽文化の現状について、L. タタライゼ(1949-)などの北東山岳系集団の女性音楽家を中心に
歌われる、大衆的な影響力を持つ新しい音楽ジャンルの例を取り上げている。

 結論では、20世紀の民俗音楽研究や文化政策が、現在のジョージア国民の民族文化「男声合唱」
をめぐる言説にいかに影響を与えたのか考察を加え、さらにこうした言説とは異なる、男声合唱

の実際の音楽文化としての性格について改めて分析している。

 本文 171頁に加え、参考文献が 10頁、さらに文中で触れられる多くの音例について、CD-ROM
による参考音源が付されている。

【論文審査の結果の要旨】 

 ジョージアの民俗音楽は、極めて興味深いものが多く、愛好者も一定数存在するが、日本では

まだまだ情報は少ない。まして、それを上記のように、メタレベルから総括する研究は、日本で

は初めての論文である。このような研究は、ジョージア本国でもまだほとんど行われておらず、

国外の研究者によるものが萌芽的に見られる程度である。その意味で、本論文は価値が高い。言

語的には、グルジア語はもちろん、ロシア語、英語、日本語の文献、資料を参照しており、貴重

な論考である。

 民族音楽研究史のメタレベルの記述としては、２０世紀の初めからほぼ現代まで、上記のよう

な様々な研究者、団体、ジャンル、演奏家などのトピックを扱って、総体としてジョージアの民

俗音楽の歴史を浮かび上がらせている。しかも、現地の資料や言説を扱いながら、現地のナショ

ナリスティックな論理に埋没してしまわずに、それを常に批判的に検証しようとする姿勢は一貫

している。

 ただ、ほぼ年代順に並ぶ各章は、その間の関連、それら各事項をつなぐ論理が見えにくいとこ

ろがあり、その関係を整理した文章があるべきである、との指摘があった。特にここで詳述され

ているジョージアの状況と、ソ連の文化政策との関係はもっとはっきり描かれるべきであろう。

おそらくここでは１）ソ連中央の文化政策の変遷、２）ジョージア中央の方針、３）ジョージア

周辺部の動きという３つの軸が必要なのであり、それらがお互いに作用反作用を起こしながら、

どのように展開していったかという議論が展開されうる。

 ただしこれらの課題は、本論文が丁寧に跡付けた研究史に立脚して初めて浮かび上がってくる

ものであり、そういう論点を明らかにしたこと自体、本論文の成果の１つであると言えるだろう。

このような研究史的な視点は、（本論文以外には）まだ十分な厚みもなく、今後の課題と考えるべ

きである。

 本論文は、情報の少ないジョージアという地域の音楽の研究として、日本語ではこれまでにな

い水準で成果をあげており、博士（文学）の学位にふさわしい価値を有するものと考えられる。 


